社会問題論Ｂ
（Social problem B）
	担当教員名　塚本利幸　

	科目区分　専門　選択
	対象学年　１　　
	開講期　後期
	単位数　２　　

	オフィスアワー
	火曜３限（Ｎ５５３）

	メールアドレス
	tukamoto@fpu.ac.jp

	授業概要

（3行程度）
	環境問題を取りあげ、多様な分析の視点を提示することを通して、一人ひとりの倫理の問題へと単純化・矮小化することなく、社会問題を複眼的、総合的に把握することの重要性を示したい。

	授業目標

（4行程度)
	社会問題のもつ多様な側面を過度に単純化することなく複眼的に把握するためのパースペクティブの獲得を目指す。環境問題に対する社会的な関心が高まっているからこそ、それを多元的に把握する必要性もまた高まっていることを理解してもらいたい。



	授業計画・内容

	1． 環境問題とはどんな問題か？（社会的構築物としての環境問題）

2． 環境問題の多様性１（文化的フレームとしての包括性）

3． 環境問題の多様性２（原因と影響の多様性）

4． 環境問題の歴史１（公害から環境問題へ）

5． 環境問題の歴史２（環境問題の多様化・複雑化）

6． 環境問題の類型化

7． 汚染型の環境問題１（公害）

8． 汚染型の環境問題２（確率論的汚染）

9． ライフスタイル型の環境問題１（大量消費社会の成立）

10．ライフスタイル型の環境問題２（社会的ジレンマと構造化された選択肢）

11．公共事業型の環境問題１（既得権益と政官業のトライアングル）

12．公共事業型の環境問題２（意思決定システムの問題）

13．地球環境問題１（経済活動のグローバル化と環境問題）

14．地球環境問題２（貧困と環境悪化の悪循環）

15．環境ボランティア（環境保全の担いのしくみ）

	キーワード
	環境問題、社会構築論、リスク、多元的把握

	教科書
	指定しない。

適宜プリントを配布し、それに従って授業をおこなう。

	参考書
	「環境社会学」、飯島伸子編、有斐閣



	評価方法

・評価基準
	学期末のレポート試験によって評価する。

環境問題を、単純化せずに、いかに多元的な角度から把握できているかによって評価をおこなう。

	関連科目
	社会問題論Ａ

	履修要件
	なし


	その他


	特になし



